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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 
 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

○ Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

 Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
概ね当初に掲げた目標に対して、論文投稿数、論文アクセス数、PDFダウンロード数、論文受付

から公開までの日数短縮といった項目において順調な成果が認められる。インパクトファクター

（IF）取得やプレプリントサーバ（BioRxiv）との連携に向けた取組もやや遅延気味ではあるもの

の進捗していると評価できる。 

さらに世界第３位の会員数を誇る学会が主催する学術誌としては、会員からの投稿＆掲載論文

が本質的に少ないのは今後に向けた大きな改善点である。インパクトファクター（IF）取得は一つ

の契機となることが予想されるが、会員から選ばれる学術誌となる取組も期待したい。 

 
 


